
ＳＴＥＡＭ教育を取り入れた授業づくり《 ファシリテーター進行台本 》 
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《 ファシリテーターの先生へ（１）》 
研修を行う前に，スライド 0-1,0-2,0-3 をお読みくだ
さい。 
スライド0-1は，研修を行う前についてと研修全体の時
間構成について記入してあります。 
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 《 ファシリテーターの先生へ（２）》 
スライド 0-2 は，研修の主な活動と活動のねらいにつ
いて記入してあります。 
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《 ファシリテーターの先生へ（３）》 
スライド 0-3 は，ＳＴＥＡＭ教室を体験する際の準備物
になります。 
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＊研修を進めるスライドになります。 
〈 ファシリテーター台本 〉 
これから，STEAM 教育を取り入れた授業づくりの研修
を始めます。 
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本研修のねらいは，「ＳＴＥＡＭ教室を体験し，ＳＴＥＡＭ
教育を授業に取り入れるポイントを知ろう。」です。 
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今日の研修は，このスライドの順番で進めていきます。 
「１ ＳＴＥＡＭ教室を体験しよう」では，科学巡回指導訪
問で行っている，ＳＴＥＡＭ教育を取り入れた授業を体
験します。 
「２ 授業に取り入れるポイントを知ろう」では，動画を
視聴しながらポイントについて学んでいきます。 
「３ 研修を振り返ろう」では，研修の振り返りを行いま
す。 
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「１ ＳＴＥＡＭ教室を体験しよう」 です。 
まずは，ＳＴＥＡＭ教室を児童の立場になって体験してみ
ましょう。 
説明動画がありますのでご覧ください。 
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動画１の視聴（時間 １分 52 秒） 
「ＳＴＥＡＭ教室を体験しよう①」 
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 活動の内容は，分かりましたか？ 
条件は，スライドに示してあります。 
活動の時間は，１５分です。丈夫な橋を作ってください。
15分間何回も作り直しても構いません。では，はじめて
ください。 
《 １５分活動 》 
 おもりを増やしたい先生には，おもりを渡す。 
 紙がなくなった先生には，新しい紙を渡す。 
活動をやめてください。 
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いろいろな形の橋ができましたね。 
では，今から２分間時間を取りますので，隣の人と工夫
点を発表しあってください。 
《 ２分間活動 》 
時間になりました。話をやめてください。 
では，この後の活動を動画で見ていきましょう。 
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動画 2 の視聴（時間 3 分 10 秒） 
「ＳＴＥＡＭ教室を体験しよう②」 
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次は，教師の立場で，児童の考えを広げるような別の
視点からの問い掛けを考えてみましょう。 
活動内容を説明します。 
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児童は，丈夫さという視点から橋を作製したとしましょ
う。 
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この児童の考えを広げるために教師は，ある問い掛け
をします。 
 

ス 

ラ 

イ 

ド 

12 

 

すると，児童は，新たな視点で橋を見直します。 
このように，児童の考えを広げるような問い掛けを考え
てみましょう。 
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丈夫さ以外にも，生き物や環境，経済，デザイン，利便
性など様々な視点が考えられます。 
児童が丈夫な橋だけどこれでいいのかな？と橋を見直
させるような問い掛けを考えてみましょう。 
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では，隣の人とペアになり，児童役と教師役を決めてく
ださい。 
児童役の方は，作製した橋の工夫点とその理由を説明
してください。 
教師役の方は，児童役の発表を聞いて，作製した橋に
対して，別の視点で橋を見直すような問い掛けをしてみ
てください。 
終わったら，児童役，教師役を交換して行ってください。 
時間を３分間とります。 
はじめてください。 
《 活動中は，次のスライド13を表示すること 》 
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《 ３分間話合い活動 ：スライド13を表示させておく 》 
  
〇問い掛けが思いつかないグループに対して 
  「こんな問い掛けがありますよ」とアドバイスしましょ

う。 
「問い掛けが思いつかない場合は，『児童にまわりの
橋を見て，取り入れて見たいところはある』と聞いて
もいいですよ」 

  「デザインについて考えさせたいとき，なんと児童に
問いかけますか？」 

  「変えさせたい視点はスライドを参考にしてみましょ
う」 

  など，場の状況に応じて，アドバイスすると良いと思い 
  ます。 
 
活動をやめてください。ありがとうございました。 
どんな問い掛けがあったか，代表のグループに聞いて
みたいと思います。 
（１～２グループに発表してもらう） 
ありがとうございました。 
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次に， 
「２ 授業に取り入れるポイントを知ろう」 です。 
ＳＴＥＡＭ教育をどのように授業に取り入れるのかまとめ
た動画がありますのでご覧ください。 
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動画３の視聴（時間 3 分 49 秒） 
「ＳＴＥＡＭ教育を授業に取り入れるポイントを知ろう」 
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「３ 研修を振り返ろう」 です。 
本日の研修を受けて，普段の授業に取り入れてみたい
と思ったことはなんですか？ 
感想も含めて，振り返りアンケートを記入してください。
３分間ほど時間を取ります。 
《 ３分間活動 》 
時間になりました。何人かの先生に感想を発表してもら
います。 
（2～3人に発表をしてもらう。） 
ありがとうございました。 
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以上で，STEAM 教育を取り入れた授業づくりの研修
会を終わります。 
 

 
 


